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内容の要旨および審査の結果の要旨
ＥＢウイルス初感染による伝染性単核症（１Ｍ）で末梢血に増加する異型リンパ球は，ＤＲ抗原やCD45抗
原ファミリーのうちCD45RO抗原を発現した活性化Ｔ細胞であり，ＥＢウイルス感染を受けたＢ細胞に対
し細胞障害活性をもち，疾患の経過につれ消失していく。このような活性化Ｔ細胞が回復期に生体から消
失する過程に，アポトーシス（programmedcelldeath）による細胞死の関与が想定される。１Ｍ活性
化Ｔ細胞のinvitroでの細胞死の過程，アポトーシス関連抗原とされるFas抗原，アポトーシスを抑制す
る生理活性をもつとされる６cﾉｰ２蛋白を発現を正常人末梢血Ｔ細胞と比較検討し，以下の成績をえた。
１．１Ｍ急性期の末梢血単核細胞（PBMNC）をinvitroで培養するとＣＤ８／CD45RO陽性，ＣＤ４／
CD45RO陽性の活性化Ｔ細胞に著しいアポトーシスが認められた。これに対し，活性化されていない
健康人のCD45RO陽性Ｔ細胞分画（いわゆるメモリーＴ細胞)，CD45RO陰性Ｔ細胞分画（いわゆるナ
イーブＴ細胞）のいずれにもアポトーシスは殆どみられない。
２．１Ｍと健康小児のPBMNCにつきFas抗原の発現をフローサイトメトリーで比較すると，アポトーシ
スを起こしやすい１Ｍ活性化Ｔ細胞（CD45RO陽性）のみならず，アポートシスに抵抗性の健康小児の
メモリーＴ細胞（CD45RO陽性）にもFas抗原は同程度に発現しており，Fas抗原の発現度のみではア
ポトーシスの誘導は規定されないことが明らかにされた。
３．６c/－２蛋白の発現をフローサイトメトリーで比較すると，アポートシス抵抗性の健康小児のCD45R
O陽性メモリーＴ細胞，CD45RO陰性ナイーブＴ細胞，およびIMCD45RO陰性Ｔ細胞には発現がみ
られるが，アポトーシスに陥り易い１ＭのCD45RO陽性の活性化Ｔ細胞には発現がみられない。これら
の結果は，ウエスターンブロッテイングでも確認された。
以上の成績は，１Ｍ急性期にはウイルス感染細胞に対し細胞障害活性をもつ活性化Ｔ細胞が過剰なまで
に誘導され，ウイルス感染の制圧に働くが，回復期に入り不要になった活性化Ｔ細胞はアポトーシスによ
り消失するという巧妙な免疫調節機構の存在を明らかにし，Fas抗原の発現度は必ずしもアポートシスと
は相関せず，むしろ細胞における６cﾉｰ２蛋白の発現がアポトーシス抑制的なより本質的な制御因子であ
ることを示唆するものであり，ヒトのウイルス感染にみられる免疫応答の調節機構に新たな知見を加えた
ものと評価された。
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